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《人ロの動き》

　2月末現在

男2，725（十2）

出生O　死亡1

女2，770（十1）計5，495（十3）

転入10　転出6

世帯数1，577（一1）
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化3
　●＝

一
一

化；

色ナ

一
〇
億
円
を
追
加
投
資

長岡駅一新潟へ

上越線1

　　　ら
駄〆

直江津駅
　　　　　新潟県

高速化される北越北線

αロ■量目【）建設中の北越北線

α■■■■D既設新幹線
C＝＝＝＝＝コつ整備新幹線の狭軌新線
C■■【＝コ瞠て）在来線

1毎

へ崎高

毎へ替後湯沢駅r

聖　＼
ノ長野県　ゾ
　　　　　　　∠ρ
　　　　　　　ノ　群馬県

〆北陸線

糸魚川駅

／（＼一／

形・
　　　踏

　魚津駅1
ノ富山へ

経　　　　　　　　　　路 距　離 時　間

越後湯沢　　→長岡　　→直江津 136km 75分

越後湯沢→六日町→犀潟→直江津 85km 53分

比　　　　　　　較 △51km △22分

　
昨
年
八
月
五
日
、
国
の
整
備
新

幹
線
建
設
問
題
で
焦
点
と
な
っ
た

運
輸
省
案
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
中

に
、
現
在
建
設
中
の
北
越
北
線
を

上
越
新
幹
線
と
北
陸
線
を
結
ぶ
路

線
と
し
て
高
速
化
利
用
す
る
案
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
た
の
が
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
後
、
整
備
新
幹
線
問
題
と

は
”
別
扱
い
”
と
い
う
こ
と
で
北

越
北
線
の
名
前
は
そ
の
時
点
で
消

え
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
、
一
月
十
九
日
、
平
成

元
年
度
政
府
予
算
の
大
蔵
省
原
案

が
内
示
さ
れ
、
そ
の
中
に
、
北
越

北
線
の
高
速
・
電
化
の
た
め
の
予

算
と
し
て
三
億
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
再
び
北
越
北
線
が

浮
び
上
り
、
電
化
・
高
速
化
に
向

け
て
着
実
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
北
越
北
線
が
見
直
さ
れ
た
主
な

理
由
と
し
て
、
高
崎
～
上
越
間
を

標
準
的
な
新
幹
線
を
建
設
し
た
場

合
、
新
た
に
七
千
億
円
以
上
の
投

資
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、
新
幹

線
を
新
た
に
建
設
し
た
と
し
て
も

現
在
の
上
越
新
幹
線
長
岡
乗
り
換

え
上
野
～
富
山
・
金
沢
間
と
の
時

間
短
縮
が
十
二
分
間
で
し
か
な
い

こ
と
。
　
一
方
、
現
在
建
設
中
の
北

越
北
線
に
新
た
に
三
二
〇
億
円
追

加
投
資
す
る
こ
と
で
同
区
間
で
二

十
二
分
と
い
う
効
果
的
な
時
間
短

縮
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
反
面
、
気
に
な
る
の
は
北
越
北

線
の
開
業
時
期
で
す
が
、
電
化
・

高
速
化
に
伴
う
工
事
が
加
わ
る
た

め
、
予
定
し
て
い
た
平
成
三
年
中

の
ス
タ
ー
ト
が
数
年
遅
れ
る
見
通

し
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

口口

儀明⇒ンネル
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線

　
　
越

六
日
町
上

　
　
　
択

，，　　頸　　　吉f麓害
　　池聖　沢　大　　 代一一一一一

　　　　、寺　田　島、團．、懸…難藝羅　第二田沢トンネル

欝有島卜舞ル霧；韓トンネ璽山トンネル肇関越自動車道履

日本海

ノ　犀
　潟
jR信越本線

難鞭

軒
一
』

一
口
ぬ
　
‘

最
新

監杉

む

　
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
北
越
北
線

の
工
事
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、

轍
霞

六
日
町
－
犀
潟
間
（
五
十
九
・
四

キ
。
）
で
用
地
買
収
九
十
三
％
、
路

▲鍋立山トンネルでは土とトンネルマンの闘いが続く。掘削と同時に

　直径3mの円形の空間ができあがる。

盤
工
事
八
十
六

％
の
進
捗
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

建
設
費
で
は
、

総
工
費
七
九
四

億
円
の
う
ち
今

年
度
ま
で
に
五

二
八
億
円
が
投

入
さ
れ
、
元
年

度
以
降
分
と
し

て
二
六
六
億
円

が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
松
代
町
関
連

分
の
工
事
と
し

て
は
、
昨
年
＋

一
月
二
十
二
日
、

第
二
田
沢
ト
ン

ネ
ル
が
貫
通
し
、

こ
の
四
月
に
完

成
の
予
定
。
ま

た
、
難
工
事
で

掘
削
を
中
断
さ

れ
て
い
た
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
（
松

代
－
大
島
間
九
、
一
一
七
層
）
も
、

鉄
建
公
団
と
西
松
建
設
が
三
億
円

を
か
け
共
同
開
発
し
た
鍋
立
山
専

用
の
ト
ン
ネ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
マ
シ

ン
で
こ
の
一
月
か
ら
工
事
を
再
開

し
て
い
ま
す
。
工
事
難
行
現
場
は

蒲
生
部
落
の
直
下
一
五
〇
層
で
、

未
掘
削
部
分
は
工
事
再
開
前
の
二

五
〇
層
か
ら
マ
シ
ン
を
導
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、
中
央
導
坑
が
あ
と

約
一
五
〇
眉
と
い
う
所
ま
で
進
み

ま
し
た
。
直
径
三
・
一
層
、
長
さ

約
五
層
の
円
筒
形
の
こ
の
機
械
は
、

押
し
戻
し
て
く
る
土
以
上
の
速
さ

で
掘
削
し
、
一
平
方
層
当
た
り
三

百
，
ン
の
土
圧
に
も
耐
え
ら
れ
る
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
の
掘
削
現
場
の

最
先
端
で
は
、
一
日
、
二
層
平
均

掘
削
し
て
い
た
の
が
、
突
如
、
柔

か
い
土
が
予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド

で
押
し
返
し
、
最
新
鋭
マ
シ
ン
を

も
三
〇
層
ほ
ど
後
退
さ
せ
る
な
ど

厳
し
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

直
径
三
層
の
中
央
導
坑
を
ま
ず
つ

な
げ
る
こ
と
と
、
残
る
ド
ー
ナ
ッ

ツ
状
の
部
分
の
掘
削
も
あ
る
た
め

”
難
所
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
”
の
完

成
は
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な

い
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

【コロロ口口

鍋立Lぐ・松代
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松
代
高
校
卒
業
生
7
5
人

　
「
三
月
」
。
　
「
三
月
に
な
れ
ば

も
う
（
雪
は
）
お
っ
か
な
い
こ

と
は
な
い
」
。
豪
雪
地
に
住
む

私
達
に
と
っ
て
、
三
月
と
い
う

月
は
降
る
雪
と
の
闘
い
が
終
わ

り
を
告
げ
る
、
待
ち
に
待
っ
た

春
の
到
来
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

そ
し
て
も
う
一
つ
。
三
月
は

”
別
れ
の
季
節
”
で
も
あ
る
の

で
す
。

　
今
月
号
で
は
、
十
八
年
問
松

代
で
生
活
し
、
松
代
高
校
を
卒

業
し
て
い
く
七
十
五
名
の
進
路

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し

た
。叢

潟
、
、
灘
一
謙
轟
藻
逡

就
職
先

　
　
室
疑
難
設
鰍
松
蔵
簿
室
野
）

　
私
た
ち
の
町
の
人
口
は
、
二
月

末
で
五
四
九
五
人
。
毎
月
わ
ず
か

ず
つ
減
り
続
け
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
転
出
者
数
は
（
表
1
）
の
と
お

り
で
す
が
（
転
入
等
が
あ
る
の
で

実
質
人
口
減
数
で
は
な
い
）
中
で

も
三
月
の
転
出
者
数
の
多
い
の
が

目
立
ち
ま
す
。
こ
れ
は
ご
存
知
の

と
お
り
、
三
月
は
勤
め
人
に
と
っ

て
転
勤
時
で
あ
る
の
と
高
校
生
の

　
護
羅
醸
濃
蒙
繊
縫
爾
ぽ
叢
隼
爾

嬢
漏
懸
施
翻
頃
懸
灘

　
都
嚢
裂
醸
饗
爾
盤
澱
諜
顯
．
蒙

繰
懲
通
建
蕎
灘
が
農
騰
灘
懸
嬢
旋

⑳
驚
。

　
餐
縁
逓
漆
欝
が
爽
変
鞍
の
懸
套

縫
⑳
宿
念
驚
漕
騨
越
濾
懸
除
雲
覆

佳
事
縫
讐
巻
轟
鑓
輔
。

　
鐵
灘
仕
事
馨
餐
遊
総
欝
ー
…
。

就
職
・
進
学
シ
ー
ズ
ン
が
重
な
り
、

人
が
動
く
時
期
だ
か
ら
で
す
。

　
転
勤
者
は
実
際
に
は
、
転
入
さ

れ
て
く
る
人
も
い
る
の
で
、
実
数

で
は
さ
ほ
ど
変
わ
り
は
な
い
も
の

（
表
1
）

　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓

　
　
　
　
位

　
　
　
　
単

■■■その年の転出者数

園その年の3月中の転出者数
口松代高校卒業生
（資料：戸籍係・松代高校）

豊翻

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
高
校
生
の
場

合
、
卒
業
す
る
と
そ
っ
く
り
そ
の

ま
ま
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
町
外
へ

出
て
行
く
ケ
ー
ス
が
過
去
何
年
来

続
い
て
き
て
い
ま
す
。
　
（
表
2
）

94
鞠

63年

9網

62年

隅難

l　I　I

61年

翻98

60年

※転出者数と高卒者数は直接比較できません

　
今
年
の
松
代
高
校
卒
業
生
は
総

数
で
七
十
五
人
。
町
内
生
徒
は
六

十
二
人
（
十
日
町
市
十
一
人
、
松

之
山
町
二
人
）
と
い
う
の
が
実
態

で
す
．

　
卒
業
生
を
進
路
別
に
見
て
み
る

と
（
表
2
）
の
と
お
り
で
す
が
、

就
職
者
の
ほ
と
ん
ど
が
県
外
に
出

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

、
擁
羅
搬
叢
叢
毒
霧
霧
墨
塾

　
　
　
就
、
灘
鋸

　
　
　
　
慰
実
、
覆
燃
耀
辮
；
欝
腰

　
勤
務
難
麟
諜
慧
漢
類
懇
髄
諜
慧

総
雛
．
鞭
発
鞠
欝
懸
縫
幾
毯
議
奮
。

蓬
難
縫
決
鱒
縫
鱗
縁
蕪
隼
難
漏
頃

驚

競
盤
幾
懲
紹
発
壌
誕
慈
灘
髄
諜

難
灘
。

　
撚
羅
㎜
欝
鐵
職
揚
瀞
讐
購
蟻
そ

総
羅
雪
懸
饗
鞭
難
鑑
ー
…
。

　
繭
鐘
驚
慈
頑
張
瞬
蒙
攣
。



1”II”1”III”5111111111“1”1こうほう・まつだい（元．3月号）1“1”III”il”1”lll”Ill”1”1”IIIIlll”1”II”IIlll””IIllII”II”IIllIIll”III”llIIlllIIIliIIIllIII”Ill””llIlll”II”IllIIlllllII川IIIIIllIIllIIIliIIIllIIIIIll

（表2）

松代高校卒業生の進路

60　61　62　63　元（年5 町
内
企
業

　
　
　
　
　
積
極
的

　
進
路
指
導
担
当
の
先
生
の
話
で

は
、
「
松
代
高
校
に
入
っ
た
求
人
件

数
は
今
年
度
の
場
合
で
千
社
以
上

の
求
人
が
あ
り
ま
し
た
。
九
〇
％

以
上
が
関
東
方
面
の
会
社
で
す
ね
。

松
代
高
校
卒
業
生
は
評
判
が
い
い

で
す
よ
」
と
の
事
。
次
い
で
町
内
・

県
内
の
就
職
者
数
が
少
な
い
現
状

に
つ
い
て
う
か
が
っ
て
み
る
と
、

　
　
　
　

　
　
　
別
　
　
進
学

39 40

36

47

37

巳
9

もな
宣
伝
を

　
「
町
内
か
ら
は
五
件
の
求
人
が
あ

り
ま
し
た
。
地
元
に
残
る
人
が
少

な
い
理
由
と
し
て
は
、
若
者
を
引

き
つ
け
る
魅
力
が
今
の
と
こ
ろ
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
、
最
近
の
傾
向
と

し
て
専
門
学
校
に
進
学
す
る
生
徒

で
県
内
の
学
校
を
選
ぶ
生
徒
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

人
　
　
　
就
職
（
県
内
・
町
内
は
内
数
）

位単

47

38

県内　県内
6　　　4

町内　町内
O　　　I

71

59

45

県内県内県内
7　　4　　9

町内町内　町内
　l　　l　　O

相
沢
秀
葵
毒
霧
繋
選

　
　
就
職
先
　
　
幽
蜷
製
．
灘
潔

　
勤
務
地
は
蒙
だ
決
蒙
の
誕
鱒
讃

懸
総
翻
．
欝
灘
懸
決
め
縫
道
毅
の

譲
繭
親
懸
反
懸
縁
陰
饗
騨
讃
慧
癒
。

雪
轟
馨
鑓
な
総
蕃
雄
嶽
塔
な
が
黎

灘
馨
．
松
代
懇
ぞ
認
嶽
髭
悪
隔
所

毯
鱒
鞍
憾
墨
懇
う
穆
．
働
け
愚
所

樫
講
襯
瀧
偽
な
お
謹
恩
騨
諜
す
。

将
来
（
松
代
に
帰
っ
て
こ
な
く
と

も
）
県
内
に
就
職
す
る
可
能
性
が

大
き
い
と
見
ら
れ
ま
す
」
。

　
先
日
、
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る

卒
業
生
数
人
に
話
を
聞
い
て
み
る

と
「
松
代
に
は
職
場
が
な
い
か
ら

…
…
」
と
答
え
る
生
徒
が
や
は
り

多
く
、
出
た
く
て
出
る
の
で
は
な

い
と
い
う
一
面
も
心
情
と
し
て
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
先
生
は
、
「
町
に
若
者

が
少
な
い
で
す
ね
。
や
は
り
も
っ

と
早
い
時
期
に
若
者
が
残
れ
る
よ

う
な
手
段
を
講
ず
べ
き
で
は
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
、
今
後
は
U
タ
ー
ン
さ
れ

て
く
る
人
々
の
た
め
の
職
場
の
開

拓
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
し
、
町

内
の
企
業
も
積
極
的
に
宣
伝
を
す

る
な
り
、
学
校
に
働
き
か
け
て
ほ

し
い
で
す
ね
一
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。灘

井
剛
繊
毒
灘
窪
羅

高
橋
　
智
惑
駕
露
悪

　
去
年
の
成
人
式
出
席
者
を
対
象

に
行
っ
た
意
識
調
査
で
も
「
松
代

に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
。
働
く
場

が
あ
っ
た
ら
帰
り
た
い
」
と
答
え

て
い
る
青
年
が
数
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
．
若
者
の
職
場
対
策
”
。

こ
の
問
題
を
抱
え
る
町
村
は
私
た

ち
の
町
の
み
な
ら
ず
、
数
多
く
の

町
村
が
直
面
し
て
い
る
大
問
題
で

す
。
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
は
、

や
は
り
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
就
灘
先

　
　
　
桐
屋
織
物
矯
棄
瞬
瞬
粥
）

　
雪
霧
降
獲
⑳
鐵
騨
癖
癒
磯
お
．

家
か
琢
通
蓬
遊
欝
瀞
鱒
鱒
懇
溺
選

恩
鞭
残
蕎
濠
謹
縫
毯
諜
膨
驚
。

　
都
瀬
騰
陸
墨
部
・
競
拳
）
懸
鞍

⑳
地
匿
糞
套
驚
叢
穫
緯
表
賞
繊
縫

⑳
が
愚
鱒
鐡
鹸
墾
。

　
就
職
先
　
石
丸
電
器
（
秋
葉
原
）

　
電
気
が
好
き
な
の
で
こ
こ
を
選

び
業
琶
だ
。

　
薗
分
の
好
き
な
道
が
生
か
懸
れ

ば
松
代
に
残
っ
《
も
良
い
と
思
っ

赴
け
ど
、
松
代
に
は
働
く
所
が
な

憾
の
癒
…
…
Q

　
学
校
懸
の
思
糖
出
は
笈
達
と
良

《
遊
ん
だ
蓮
と
か
な
あ
…
…
。

雛
堺
聡
美
惑
ん
蓬
悪

　
　
　
就
職
先

　
　
　
　
　
羅
影
鐵
聾
諏
総
竃

　
協
《
麹
幾
燃
就
職
先
離
）
決
ま

纈
羅
認
だ
難
蓼
、
炎
き
鱒
醗
が
騨

験
逡
家
の
蒸
瀞
喬
類
縫
爾
で
護
蕊

建
逡
諜
慧
灘
。
勤
務
地
は
諜
だ
決

諜
麹
羅
髄
諜
懸
轟
。

嶽
松
織
巻
〉
鐡
蕎
囲
鰹
近
戴
《
に

蓼
趨
欝
安
滋
讐
③
懸
き
諜
毯
だ
。

松
構
嬢
嫌
き
癒
獄
鯵
、
一
度
ぽ
出

羅
み
礎
騨
の
懸
…
…
。

　
糖
蓼
懸
簾
っ
誕
き
だ
糖
で
す
ね
。
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’今
1回

准松代町の

シ
リ
ー
ズ
⑳

ル
リ
ビ
タ
キ

　
　
　
　
　
松
代
町
で
記
録
の
な

く
　
松
代
町
新
記
録
と
思
わ
れ
る

ス
ズ
メ
目
ヒ
タ
キ
科
ツ
グ
ミ
亜
科

に
分
類
さ
れ
る
、
ル
リ
ビ
タ
キ
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
な
ぜ
松
代
町
に
記
録
が
な
か
っ

た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

鳥
の
生
息
す
る
場
所
が
、
亜
高
山

針
葉
樹
林
で
あ
る
こ
と
と
、
冬
期

間
低
地
の
暗
い
森
林
に
漂
行
す
る

た
め
、
人
の
目
に
つ
か
な
か
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
松
代
町
で

は
筆
者
が
、
一
九
八
六
年
（
昭
和

六
一
年
）
十
一
月
七
日
に
、
儀
明

地
内
の
う
す
暗
い
林
の
林
床
近
く

を
移
動
す
る
個
体
を
発
見
、
松
代

町
初
記
録
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
個
体
は
季
節
的
に
み
て
、
亜

高
山
帯
か
ら
低
地
へ
の
漂
行
途
中

の
も
の
と
思
い
ま
す
。
筆
者
自
身

ヒ
タ
キ
科
の
鳥
は
数
多
く
観
察
し

ま
し
た
が
、
ル
リ
ビ
タ
キ
に
は
こ

れ
ま
で
一
度
も
出
逢
っ
た
こ
と
が

な
く
、
一
度
は
逢
い
た
い
と
思
っ

松
永

て
い
た
鳥
で
、

い
姿
を
見
て
、
い
つ
、

に
し
て
、

と
、
「
恋
人
」
　
、

1光

　
　
　
　
　
　
図
鑑
な
ど
で
美
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ん
な
風

　
　
　
　
こ
の
鳥
に
逢
え
る
の
か

　
　
　
　
　
に
で
も
逢
う
よ
う
な

気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
鳥
の
一
種

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
ル
リ
ビ
タ
キ

と
の
出
合
い
は
、
や
ぶ
れ
た
G
パ

ン
、
泥
だ
ら
け
の
長
ぐ
つ
と
い
う

恰
好
で
、
「
恋
人
」
に
逢
う
服
装
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
い
う
の

は
、
山
芋
堀
り
の
真
最
中
に
目
の

前
五
メ
ー
ト
ル
位
の
と
こ
ろ
に
急

に
姿
を
現
わ
し
た
の
で
、
芋
堀
り

は
そ
っ
ち
の
け
で
息
を
こ
ら
し
、

青
色
の
背
、
白
い
喉
、
脇
腹
は
檀

黄
色
と
図
鑑
で
お
ぼ
え
た
姿
を
確

認
し
た
の
で
す
。
な
ぜ
こ
ん
な
に

ル
リ
ビ
タ
キ
に
あ
こ
が
れ
た
の
か

と
い
い
ま
す
と
、
ス
ズ
メ
よ
り
小

さ
く
、
そ
の
く
せ
ル
リ
色
の
美
し

さ
」
黒
い
パ
ッ
チ
リ
し
た
目
、
長

い
足
に
惚
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
鳥
の
生
息
環
境
は
、
亜
高

山
帯
の
シ
ラ
ビ
ソ
、
オ
オ
シ
ラ
ビ

ソ
、
コ
メ
ツ
ガ
な
ど
の
発
達
し
た

原
生
林
で
林
床
に
は
、
太
陽
の
光

か
あ
ま
り
届
か
ず
、
下
草
が
茂
ら

ず
、
苔
の
層
が
あ
る
よ
う
な
環
境

に
好
ん
で
生
息
し
て
い
ま
す
。
蕃

殖
は
、
五
～
八
月
で
、
こ
の
こ
ろ

雄
は
林
内
の
小
枝
で
、
ヒ
ョ
ロ
ヒ

ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
リ
な
ど
と
さ
え
ず
り
、

そ
の
間
雌
だ
け
で
地
上
の
崖
地
や

倒
木
の
か
げ
等
に
、
苔
や
枯
葉
で

お
椀
型
の
、
外
径
九
・
五
セ
ン
チ

～
十
ニ
セ
ン
チ
、
内
径
五
・
五
セ

ン
チ
～
八
セ
ン
チ
、
深
さ
一
二
ニ

セ
ン
チ
～
四
・
七
セ
ン
チ
、
高
さ

三
セ
ン
チ
～
七
セ
ン
チ
の
巣
を
作

り
、
中
に
白
地
に
淡
い
紫
や
褐
色

の
斑
の
あ
る
卵
を
三
～
六
個
生
み

ま
す
が
、
四
卵
の
も
の
が
多
い
よ

う
で
す
。
長
野
県
で
の
調
査
で
は
、

時
期
的
な
産
卵
数
に
ち
が
い
が
あ

り
、
五
～
六
月
の
巣
で
は
四
・
四

四
卵
、
七
月
が
三
・
九
三
卵
、
八

月
が
三
・
七
五
卵
で
、
早
い
時
期

の
巣
に
は
多
く
、
遅
い
時
期
の
巣

に
は
、
少
な
く
生
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に

産
卵
数
に
ち
が
い
が
出
る
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
一
回
目
の
蕃
殖

に
失
敗
し
た
り
、
天
敵
等
に
よ
り

蕃
殖
が
遅
れ
た
り
し
た
場
合
、
雛

に
給
餌
す
る
餌
の
量
に
関
係
す
る

満100歳を迎えた

小堺ハナさん（崩）

　
松
代
町
の
最
高
長
寿
者
、
小
堺

ハ
ナ
さ
ん
（
儀
明
・
太
田
）
が
、

去
る
二
月
五
日
、
め
で
た
く
百
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
満
百
歳
に
達
す
る
二
月

四
日
に
、
樋
口
収
入
役
（
町
長
代

理
）
、
社
会
課
長
、
福
祉
係
長
ら
が

小
堺
さ
ん
宅
を
訪
れ
、
長
寿
の
お

祝
状
と
長
寿
敬
老
お
祝
金
二
十
万

円
を
贈
り
長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
ハ
ナ
さ
ん
は
足
が
弱
り
、
一
人

で
歩
く
こ
と
は
残
念
な
が
ら
で
き

ま
せ
ん
が
、
顔
色
は
、
昨
秋
、
県

か
ら
の
お
祝
い
を
届
け
た
時
よ
り

一
段
と
良
く
、
健
康
そ
の
も
の
と

い
っ
た
感
じ
で
し
た
。
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の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
産
卵
行
動

に
つ
い
て
、
先
程
の
長
野
県
で
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
毎
朝
七
時
こ
ろ

に
産
卵
し
、
産
卵
が
終
る
と
そ
の

日
は
巣
に
近
づ
か
ず
に
最
終
卵
を

産
ん
だ
夜
か
ら
抱
卵
を
開
始
し
、

十
六
日
目
に
雛
が
か
え
り
ま
す
。

抱
卵
中
の
雌
に
は
、
ア
カ
モ
ズ
、

カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
な
ど
と
ち
が
い
雄
は

餌
を
運
ば
な
い
た
め
、
雌
は
わ
ず

か
な
離
巣
時
間
に
急
い
で
餌
を
さ

が
し
て
食
べ
、
す
ぐ
巣
に
も
ど
り

夜
も
抱
卵
し
つ
づ
け
る
の
で
す
。

　
雛
へ
の
給
餌
は
育
雛
の
初
期
で

は
一
日
一
〇
〇
回
、
中
期
に
二
〇

〇
回
、
後
期
で
は
二
五
〇
～
三
〇

〇
回
も
給
餌
し
、
雛
は
親
か
ら
、

せ
っ
せ
と
餌
を
も
ら
い
十
四
日
で

巣
立
ち
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
産
卵

期
に
親
が
油
断
す
る
と
、
カ
ッ
コ

臨
、

　
め

糞
襟
、

灘鉱、

ウ
の
仲
間
の
ジ
ュ
ウ
イ
チ
、
ツ
ツ

ド
リ
が
托
卵
す
る
の
で
す
。
托
卵

す
る
際
、
ル
リ
ビ
タ
キ
の
卵
を
一

つ
く
わ
え
巣
の
外
に
出
し
産
卵
し
、

数
を
同
じ
に
し
て
お
く
の
で
す
。

托
卵
鳥
の
雛
は
、
ル
リ
ビ
タ
キ
の

雛
が
か
え
る
直
前
に
ふ
化
し
巣
内

の
卵
や
先
に
ふ
化
し
た
ル
リ
ビ
タ

キ
の
雛
を
背
に
乗
せ
て
巣
外
に
放

り
出
し
、
ル
リ
ビ
タ
キ
の
親
か
ら

餌
を
独
占
し
ま
す
。
こ
の
托
卵
率

を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
二
十
巣
の

う
ち
、
一
年
目
に
ジ
ュ
ウ
イ
チ
が

四
巣
に
、
ツ
ツ
ド
リ
が
二
巣
に
、

二
年
目
は
、
ジ
ュ
ウ
イ
チ
が
三
巣

に
、
ツ
ツ
ド
リ
が
五
巣
に
托
卵
し
、

率
は
一
年
目
三
〇
％
、
二
年
目
四

〇
％
と
高
率
だ
っ
た
の
で
す
が
、

二
年
間
合
わ
せ
て
ジ
ュ
ウ
イ
チ
の

雛
一
羽
し
か
巣
立
た
な
か
っ
た
と

ノ
驚

臨

　蝋鱗
欝

瀬
舘

羅悔

ルリビタキ

い
う
結
果
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
い

で
す
。
托
卵
鳥
は
一
番
で
十
数
個

の
卵
を
一
個
づ
つ
別
の
巣
に
産
み

込
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
巣

立
率
は
非
常
に
低
い
の
で
、
種
を

保
存
す
る
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん

の
巣
に
托
卵
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
ス
ズ
メ
よ

り
小
さ
い
ル
リ
ビ
タ
キ
が
何
倍
も

の
大
き
さ
の
雛
を
育
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
大
変
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
餌
は
と
い
い
ま
す
と
、
昆
虫
類

を
好
ん
で
食
べ
ま
す
し
、
ノ
イ
バ

ラ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ヤ

マ
ウ
ル
シ
、
マ
サ
キ
、
ヘ
ク
ソ
カ

ズ
ラ
な
ど
の
植
物
の
実
も
好
ん
で

食
べ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
（
屍
糞
か
ず

ら
と
書
き
ま
す
）
の
よ
う
な
い
や

な
臭
い
の
す
る
植
物
の
実
も
食
べ

る
と
は
、
姿
に
似
ず
悪
食
に
は
感

心
し
ま
す
．

　
今
年
も
ど
こ
か
で
め
ぐ
り
逢
え

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
、
長
塚
節

の
歌
で
こ
の
項
を
終
り
ま
す
。

　
松
が
枝
に
　
る
り
が

　
　
ひ
そ
か
に
来
て
鳴
く
と

　
庭
に
し
め
や
か
に

　
　
春
雨
は
ふ
り

～
聖
、
睾
聖
．
聖
聖
睾
睾
睾
睾
．
蓼
2
睾
、
聖
、
豊
、
嚇
蓉
り
韓
り
馨
．
』
萎
聖
、
睾
．
聖
、
聖
、
睾
．
り
華
聖
、
聖
、
睾
ノ
聖
．
聖
．
2
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歳臆

灘

　
ゆ
る
み
始
め
た
雪
の
下
に
、
か

す
か
な
緑
を
発
見
し
、
指
で
探
っ

て
み
た
ら
、
か
わ
い
ら
し
い
ふ
き

の
と
う
、
そ
し
て
指
に
触
れ
た
土

の
ほ
の
か
な
温
か
さ
。
「
も
う
春
は

す
ぐ
そ
こ
な
ん
だ
」
と
い
う
雪
国

の
人
な
ら
で
は
の
喜
び
。

　
南
北
に
長
い
日
本
列
島

で
は
、
雪
を
見
た
こ
と
の

な
い
人
も
い
れ
ば
、
雪
の

中
で
入
学
式
と
い
う
地
方

も
あ
り
ま
す
。

　
雪
ど
け
の
感
激
は
、
雪

国
に
住
ん
で
み
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
で
し
よ
う
。

も
っ
と
も
、
最
近
は
道
路

雪‘け

の
除
雪
も
い
き
わ
た
っ
て
き
た
の

で
、
昔
ほ
ど
雪
ど
け
の
感
激
は
な

く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
、
雪
ど
け

　ズドゴレヘ0　
し一一⊃

姦鼠
詠9

　
　
　
　
　
　
　
ふ
ん
し
ん

と
聞
く
と
タ
イ
ヤ
の
粉
塵
公
害
を

連
想
す
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
ラ
ジ
オ

の
交
通
情
報
に
、
冬
期
閉
鎖
に
な

っ
て
い
た
各
地
の
山
岳
道
路
な
ど

の
開
通
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
ま
す
。
勲

十
和
田
湖
や
立
山
の
ル
ー
ト
で
は
、
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

バ
ス
の
背
よ
り
も
高
い
残
雪
の
雪

壁
の
問
を
車
が
走
り
ま
す
。
こ
ん

な
開
通
風
景
を
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に

　
　
な
っ
た
方
も
あ
る
と
思
い
ま

　
　
す
。
い
よ
い
よ
レ
ジ
ャ
ー
シ

　
　
ー
ズ
ン
到
来
と
、
心
躍
る
シ

　
　
ー
ン
で
す
ね
。

即勲澱翻”幽翻齢鰍

　
雪
が
と
け
る
と
緑
の
季
節
。
勲

三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は

国
土
緑
化
強
調
期
間
で
、
緑

の
羽
根
募
金
、
緑
の
相
談
所
、
桝

　
　
記
念
植
樹
、
森
づ
く
り
体
験

　
　
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
行
事

の
時
期
は
各
地
そ
れ
ぞ
れ
の
気
候

に
合
っ
た
時
期
が
選
ば
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
森
林
は
国
民
共
通
の

財
産
な
の
で
、
二
十
［
世
紀
に
つ

な
ぐ
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
へ

の
意
識
と
行
動
を
呼
び
起
こ
す
こ

と
を
狙
い
と
し
た
も
の
で
、
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
“
グ
リ
ー
ン
愛

ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
”
で
す
。
ま

ず
、
森
に
行
っ
て
、
森
林
浴
で
も

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

創脚耀〔醐剛昂耀一燗四脚昂桝〔卿飾”勲島卿創物鰍』1剛』脳4鰍昂卿昂伽」酬創糊い桝β〉聯昂耀」酬島襯鼻㎜㊥燗い燗卿創糊《解〔糊酬創糊剛勲彫‘鰍一

響
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7
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7
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り
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7
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』
7
§
』
ヲ
ミ
〕
ミ
リ
ミ
』
7
ミ
』
7
§
』
7
§
〕
ミ
竪
§
り
§
リ
ミ
リ
嚢
〕
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
』
7
§
り
§
リ
ミ
リ
ミ
』
ヲ
ミ
』
7
§
』
7
莚
』
峯
』
斎
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の
，

砦越え

駕 爵

蹴／ZZZZZ蹴雛ZZ卿ZZ陥
剣が峰　　　　　　馬落し

4

食
勝
倒
翼
横
霊
の
開
店
ほ

　
　
　
　
　
午
後
二
時
か
ら

ス
灘
ー
ワ
ー
萢
ド
・
チ
ケ
ツ
罷
は

　
五
百
周
券
ど
千
円
券
の
二
種
類
で
す

午後藩時開　場

　2時開会講
　　　★桑っ蓬雑松代城！　　（310醗一5130）

　　　糞雪の芸徳審査会

　　　★潤ッタフェステぐバル15：30～61401

　　　糞ジャズ神楽擢聴耳頭巾籔6150一一7130）

　　　★鳥追い～どんど焼き　（7130～8＝00）

　　　★鳥追いカーニバル　　（8100～9100）

　9時終了予定
終了後、南部・伊沢・峯方・峠・儀明方面に臨時バス

を運行。料金は一律200円（チケット払い可）です。

（盤驚繋禦難整どんど焼き）

小林自動車工業所です。（お近くの方の自家用車はご遠慮下さい）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　纏，　　　　　　　　　　　　堀越え一難難麗蕪

暖
冬
壷
雪
の
澹
め
催
し
物
に

　
　
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
砂
ま
す

午前9時開　場
　　　　★ア総曇タシ藁ン　（1廼00～1諭0）

　　　　　　1芸能発表会・カラオケ大会）

　　　　★モデル撮影会　　　1栂130－12100、1100一・2：30）

★スノーワール欝夕工ストII

午後2時30分閉会式

　3時　　閉　場

　　　　　　　　　　　　　ど

（驚讐論鐘餐識灘2スノ｝）き

弁

か
ら

倒
れ
横
丁
が

　
店
開

駐車場は体育館付近・松代高校玄関・高沢組前・
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自“

』

　
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
七
十
八
歳
。
去

年
の
暮
れ
、
脳
卒
中
を
起
こ
し
寝

た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
分
で
は
寝
返
り
も
で
き
ず
、
小

便
や
大
便
も
出
る
の
が
わ
か
ら
ず

オ
ム
ツ
を
当
て
が
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
寝
た
き
り
に
な
っ
て
か
ら
は
ボ

ケ
症
状
も
出
て
、
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
事
を
言
う
よ
う
に
な
り
、
き

の
う
の
夜
は
一
晩
中
、
ひ
っ
き
り

な
し
に
か
あ
ち
ゃ
ん
を
呼
び
続
け

ま
し
た
。

　
か
あ
ち
ゃ
ん
は
寝
不
足
で
、
昼

間
コ
タ
ツ
で
横
に
な
っ
て
休
ん
で

い
ま
す
。

ば
あ
ち
ゃ
ん

　
「
か
あ
ち
ゃ
ー
ん
、

　
i
ん
」

か
あ
ち
ゃ

母
ち
ゃ
ん

　
「
な
あ
し
た
っ
て
や
あ
と
い
」

ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
り

　
「
腹
が
へ
っ
た
あ
で
も
、
昼
は

　
ま
だ
か
え
」

母
ち
ゃ
ん

　
「
何
言
っ
て
ら
あ
と
い
、
さ
っ

　
　
あ
　
せ

　
き
朝
飯
食
っ
た
ば
っ
か
だ
っ
け

　
や
あ
の
」

ば
あ
ち
ゃ
ん

　
「
い
や
あ
　
お
ら
食
っ
て
ね
え

　
で

　
早
く
仕
度
し
て
く
ん
ね
け
え
」

　
　
　
　
●

　
　
　
　
●

　
　
　
　
●

　
　
　
　
●

〈
名
演
技
に
拍
手
喝
釆
　
（
田
野
倉
公
民
館
）

ひ
　
　
と
　
　
ご
と

他
人
事
と

　
　
済
ま
し
て
い
ら
れ
ま
す
か
？

　
役
場
の
保
健
婦
が
各
部
落
に
出

向
い
て
成
人
病
予
防
教
室
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
前
の
物
語
は
。
も

し
家
族
で
だ
れ
か
が
倒
れ
た
ら
”

と
題
し
た
寸
劇
の
一
コ
マ
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
終
わ
る
と
、
そ
こ
に

集
ま
っ
た
地
区
の
人
た
ち
を
何
人

か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
の
グ

ル
ー
プ
の
中
で
”
家
族
で
だ
れ
か

が
倒
れ
た
ら
”
を
話
し
合
っ
て
も

ら
う
趣
向
。

　
グ
ル
ー
プ
の
中
で
は
、
こ
の
問

題
提
起
に
最
初
は
と
ま
ど
い
を
見

せ
な
が
ら
も
、
や
は
り
人
ご
と
で

な
い
だ
け
に
だ
ん
だ
ん
真
剣
に
話

し
こ
ん
で
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
そ
こ
で
話
し
合
わ
れ
た

こ
と
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し

て
も
ら
う
段
階
に
な
る
と
、
そ
こ

に
集
ま
っ
た
人
た
ち
全
員
の
気
持

ち
は
一
つ
に
。

　
チ
ョ
ッ
ト
変
わ
っ
た
会
の
進
行

に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
に
そ
こ
で
話
し
合
わ
れ

た
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
と

・
い
く
ら
家
族
で
も
長
く
な
れ
ば

　
家
で
は
見
ら
れ
な
い
（
入
院
か

特
老
を
）

・
高
齢
化
社
会
に
向
け
、
そ
の
方

　
面
の
施
設
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

・
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
頼
む
（
家
族

　
だ
け
で
無
理
し
な
い
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
面
倒
見
て
く

　
れ
る
人
が
い
た
ら
い
い
。

・
忙
し
い
時
期
は
一
時
的
で
も
み

　
て
く
れ
る
所
が
あ
れ
ば
い
い
。

・
家
で
世
話
し
て
い
る
人
に
、
経

　
済
的
援
助
を
し
て
く
れ
る
制
度

　
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

な
ど
が
あ
ち
こ
ち
の
会
場
で
言
わ

れ
ま
し
た
。
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そ
こ
で
再
び
保
健
婦
一
座
の
名

演
技
が
始
ま
り
ま
す
。

と
な
り
の
母
ち
ゃ
ん

「
お
茶
飲
み
に
来
た
で

　
ど
う
し
た
あ
と
え
　
そ
の
顔

　
な
ん
ぎ
や
か
え
」

母
ち
ゃ
ん

　
き
ん
な

「
昨
日
は
一
晩
中
　
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
に
呼
ば
れ
て
寝
ら
ん
な
く
て
そ

　
え
」

隣
の
母
ち
ゃ
ん

「
す
っ
け
ん
し
て
る
と
お
前
が
ま

　
い
っ
ち
ゃ
う
で
」

母
ち
ゃ
ん

　
「
い
つ
ま
で
、
こ
っ
け
ん
な
っ

　
て
い
ら
あ
こ
っ
て
ら

　
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ん
ね
っ

　
て
が
」

隣
の
母
ち
ゃ
ん

　
「
お
ら
も
さ
っ
つ
あ
、
じ
い
ち

　
ゃ
ん
で
な
ん
ぎ
し
た
で
も
そ
え

　
お
ら
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
頼
ん
だ

　
で
」

母
ち
ゃ
ん

　
「
ヘ
ル
パ
ー
？
　
人
を
頼
め
ば

　
う
ち

　
家
ん
中
か
た
ず
け
ね
っ
け
ん
ね

　
　
　
　
　
　
あ
た
り

　
し
、
そ
れ
に
近
所
ん
し
ょ
が
ま

　
た
ど
っ
け
ん
こ
と
言
う
か
わ
か

　
ん
ね
し
」

隣
の
母
ち
ゃ
ん

　
「
す
っ
け
な
心
配
し
ね
え
が

　
お
前
の
顔
見
て
み
ら
っ
し
え

　
ま
る
で
病
人
だ
が
の
。
す
っ
け

　
な
体
で
看
病
な
ん
か
で
き
ね
こ

　
っ
つ
お
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
頼

　
ん
で
見
ら
っ
し
え
。

　
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
た
ら
一
緒

　
に
シ
ー
ツ
替
え
た
り
、
体
拭
い

　
て
や
っ
た
り
し
れ
ば
い
や
あ
だ

　
が
の
。

　
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
め
も
あ
ら
あ

　
で
」

母
ち
ゃ
ん

　
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
め
だ
え
？
」

隣
の
母
ち
ゃ
ん

　
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
自
分
で
何
に

　
も
で
き
ね
す
け
、
昼
と
夜
が
逆

　
に
な
っ
て
る
が
．

　
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
話
し
相
手
に

　
な
っ
て
も
ら
え
ば
昼
間
起
き
て

　
る
し
、
夜
、
寝
る
よ
う
に
な
る

　
か
も
知
ん
ね
で
」

　
　
　
　
●

　
　
　
　
●●　　　　　 ●　　　　　●

（
後
略
）

　
と
い
う
訳
で
、
こ
の
家
で
は
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
を
頼
む
こ
と
に
し
た

の
が
こ
の
劇
の
結
末
で
す
。

　
そ
こ
で
、
劇
の
中
に
出
て
き
た

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
等
に
つ
い
て
簡
単

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

　
正
式
名
称
は
家
庭
奉
仕
員
と
言

い
ま
す
。

　
町
で
は
次
の
二
名
の
方
が
家
庭

奉
仕
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。　

　
中
村
文
子
さ
ん
（
室
野
）

　
　
中
村
妙
子
さ
ん
（
松
代
）

　
主
な
仕
事
は
、
寝
た
き
り
や
体

が
不
自
由
な
6
5
歳
以
上
の
お
年
寄

り
が
い
る
家
庭
に
出
向
き
、
洗
濯

や
掃
除
等
身
の
回
り
の
お
世
話
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
内
で
十
名
の
人
た
ち

の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た

気
に
な
る
費
用
で
す
が
、
利
用
さ

れ
た
場
合
、
一
時
間
当
り
の
負
担

家庭奉仕員を頼んだ時の料金表

額
は
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
小
規
模
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
虚
弱
老
人
や
ね
た
き
り

の
老
人
を
対
象
に
、
週
一
～
二
回

「
ほ
く
ら
園
」
等
で
入
浴
・
食
事

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
料
金
は
入
浴
料
と
送
迎
費
で
一

回
、
八
二
〇
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
短
期
保
護
事
業

　
寝
た
き
り
な
ど
の
お
年
寄
り
を

介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
病
気
、

出
産
、
介
護
疲
れ
等
で
介
護
が
で

き
な
い
時
、
一
週
間
ま
で
「
ほ
く

ら
園
」
等
で
お
年
寄
り
を
お
世
話

し
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
た

が
、
詳
し
い
こ
と
や
申
し
込
み
方

法
に
つ
い
て
は
、
地
区
の
民
生
委

員
さ
ん
、
ま
た
は
役
場
の
福
祉
係

へ
ご
相
談
下
さ
い
。

利用世帯の階層区分
（1時間

当たり）

A
生活保護法による

被保護世帯（単給
世帯を含む。）

O円

B
生計中心者が前年

所得税非課税世帯
0円

C

生計中心者の前年

所得税年額が

9，600円以下の世

帯

200円

D

生計中心者の前年

所得税年額が

9，601円以上32，4

00円以下の世帯

350円

E

生計中心者の前年

所得税年額が
32，401円以上42，0

00円以下の世帯

500円

F
生計中心者の前年
所得税年額が

42，001円以上
650円
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生
か
さ
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
あ
な
た
が
納
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
保
険
料

　
あ
な
た
が
納
め
た
保
険
料
は
、

将
来
の
年
金
給
付
の
た
め
に
積
み

立
て
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
町
に
融

資
（
特
別
地
方
債
）
さ
れ
、
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　
特
別
地
方
債
は
、
厚
生
年
金
保

険
及
び
国
民
年
金
保
険
料
の
積
立

金
を
、
被
保
険
者
等
の
福
祉
増
進

に
役
立
た
せ
る
た
め
の
還
元
融
資

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
年
金

行
政
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
目
的

で
設
け
ら
れ
た
地
方
債
で
す
。

　
こ
の
融
資
に
あ
た
っ
て
は
、
国

舳

縫

民
年
金
の
保
険
料
納
入
実
績
（
検

認
率
）
が
、
原
則
と
し
て
九
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
町
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度

一
千
百
万
円
の
還
元
融
資
を
受
け

て
、
池
之
畑
地
区
に
簡
易
水
道
施

設
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
同
地
区
は
、
湧
水
を
利
用
し
た

共
同
水
道
で
し
た
が
、
施
設
不
備

の
た
め
取
水
量
は
乏
し
く
、
ま
た

施
設
の
老
朽
化
も
目
立
ち
公
共
水

道
の
整
備
を
望
む
声
が
高
い
地
区

で
し
た
。

　
計
画
給
水
人
口
七
十
七
人
、
一

日
最
大
給
水
量
十
九
・
二
五
立
方

メ
ー
ト
ル
の
規
模
で
着
工
さ
れ
、

十
二
月
十
五
日
衛
生
恒
久
的
な
水

道
施
設
と
し
て
竣
工
し
ま
し
た
。

　
あ
な
た
の
国
民
年
金
保
険
料
は

大
き
く
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
簑
噺
納
め
3
人

後
　
　
♪

年○
　
　
含

○
　
　
　
、

　
¢
虚
を
凄
げ
5
人
　
　
，

4月から国民年金保険料が
⊂（〉く

月額
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　
↓

　
　
へ
》
、
ー

ミ
、
盤
料
玄
納
め
る
ぺ
疋

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヤ

u
、
陵
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
》
　
　
　
．
　
　
　
　
　
．
療

＼
＼
轟
矯
縦

　
　
　
　
　
《
”
防
。

勿
多
緯
総
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

年金制度は世代と世代の
　　助け合いのしくみです！グ

ー国民年金の保険料を忘れずに

　　　　　　　　納めましょう一

円に変わります，

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、

四
月
分
か
ら
八
、
○
○
○
円
に
な

り
ま
す
。
　
（
付
加
保
険
料
は
四
〇

〇
円
で
そ
の
ま
ま
で
す
）

　
国
民
年
金
は
、
老
齢
や
障
害
な

ど
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
、
夫

や
母
が
亡
く
な
っ
て
働
き
手
を
失

っ
た
な
ど
の
と
き
に
、
年
金
に
よ

っ
て
生
活
を
支
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
年
金
の
支
払
い
に

必
要
な
費
用
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

て
い
る
保
険
料
や
国
の
負
担
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
制
度

を
健
全
に
運
営
す
る
た
め
に
は
、

給
付
と
負
担
の
均
衡
を
保
つ
こ
と

が
必
要
で
、
年
金
額
の
引
上
げ
と

と
も
に
、
保
険
料
の
引
上
げ
も
連

動
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
の
引
上
げ
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



1””Ill””1”13”Ill”II”””こうほう・まつだい（元．3月号）”IIllll”””ll”IIII””””llllll””1””1””1”IIII1“IIIll”IIII”II”III”IllIlllll””””IIIII”””1”II”IIll“IIII””””1””””IIII”1”””lllIII”1

今
年
も
家
族
そ
ろ
つ
て

　
　
　
　
　
　
交
通
災
盲
共
済
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

掛
金
は
だ
れ
で
も

　
　
　
　
三
五
〇
円
（
年
間
）

o
掛
金
（
会
費
）

　
大
人
も
子
供
も
年
額
三
五
〇
円

　
（
中
途
加
入
も
同
額
）

o
共
済
期
間

　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
末
日

　
（
中
途
加
入
者
は
掛
金
を
納
め

た
翌
日
か
ら
）

o
加
入
で
き
る
人

　
松
代
町
に
住
所
が
あ
る
人
（
外

　
国
人
登
録
し
て
あ
る
人
も
加
入

　
で
き
ま
す
）

o
加
入
申
込
み
方
法

　
三
月
中
旬
に
部
落
区
長
さ
ん
（

　
又
は
隣
組
長
さ
ん
）
か
ら
加
入

　
申
込
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
加
入
申
込
書
に
は
あ
ら
か
じ
め

　
世
帯
員
の
氏
名
等
が
記
入
さ
れ

　
て
い
ま
す
の
で
、
加
入
さ
れ
る

　
方
の
人
数
分
の
掛
金
を
添
え
て

申
込
み
下
さ
い
。

対
象
と
な
る

　
　
　
交
通
事
故
は

o
見
舞
金
が
給
付
さ
れ
る
事
故

　
国
内
に
お
け
る
交
通
事
故
で
死

　
亡
・
傷
害
を
受
け
た
時
（
自
動

　
車
・
自
転
車
・
歩
行
中
な
ど
の

　
す
べ
て
の
交
通
事
故
）

o
見
舞
金
が
給
付
さ
れ
な
い
事
故

　
・
故
意
に
よ
る
事
故

　
・
重
大
な
過
失
に
よ
る
事
故
（
飲

酒
、
速
度
違
反
、
無
免
許
等
）

・
天
昭
火
地
変

見
舞
金
の
請
求
は

　
　
　
　
一
年
以
内
に

請
求
期
間
は
事
故
の
日
か
ら
一

年
以
内
で
す
。
事
故
で
被
害
を

受
け
、
七
日
以
上
の
入
院
、
通

院
治
療
が
あ
る
方
は
早
目
に
役

場
の
係
（
総
務
課
）
へ
ご
相
談

下
さ
い
．

二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
受
験
資
格
取
得
の
た
め
の

　
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
会
開
催

「
二
級
ボ
イ
ラ
i
技
士
受
験
資
格
」

を
取
得
す
る
に
は
、
新
潟
労
働
基

準
局
長
の
指
定
を
受
け
て
い
る
㈹

日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会
新
潟
支
部
が

実
施
す
る
「
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
」

を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
上
越
地
区
で
の
会
場
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
日
時
と
会
場

○
新
井
会
場
（
県
立
新
井
高
校
）

税の得所

申告と納税は

お済みですか

　
3
月
2
4
日
㈹
～
2
6
日
㈲

○
上
越
会
場
（
上
越
社
会
教
育
会

　
館
）
5
月
2
6
日
㈹
～
2
8
日
㈹

※
八
月
下
旬
に
出
張
特
別
試
験
が

新
潟
市
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
受
験

さ
れ
る
方
は
早
目
に
受
講
し
準
備

し
て
下
さ
い
。

※
申
込
手
続
他
詳
細
に
つ
い
て
は

役
場
産
業
課
職
業
係
へ
お
問
合
わ

せ
下
さ
い
。

　
昭
和
六
十
三
年
分
の
所
得
税
の

申
告
と
納
税
は
も
う
お
済
み
で
し

ょ
う
か
。
申
告
と
納
税
の
期
限
は

三
月
十
五
日
㈱
で
す
。
必
ず
期
限

内
に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
振
替
納
税
に
よ
り
預
金

口
座
か
ら
納
め
ら
れ
る
方
は
、
四

月
十
四
日
㈹
に
指
定
口
座
か
ら
引

き
落
し
さ
れ
ま
す
。
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麟離

簾
簗
難
麟
閣
匪
匪
屡
匿
．

、
懸
麟
懇
議
鞭
羅
灘
朧
，

■
観
，
、
鋸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
■
　
　
、
松
聡
前
更
編
纂
。
室

蓬
平
に
て

「
宮
大
工
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
で
ん
じ
ゅ
が
き

鳥
居
造
り
の
伝
授
書

　
　
　
が
み
つ
か
る
〃
髄

蓬
平
の
若
井
長
栄
さ
ん
の
家
は
代

代
の
大
工
職
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

四
代
前
の
長
作
さ
ん
は
、
当
時
か

や
ぶ
き
屋
根
ば
か
り
の
時
代
に
、

蓬
平
の
屋
号
「
う
ら
」
さ
ん
の
家

を
つ
く
り
、
屋
根
を
杉
皮
で
ふ
い

た
の
が
初
め
で
す
。

　
珍
ら
し
い
杉
皮
ぶ
き
屋
根
を
見

に
近
在
の
人
び
と
が
集
っ
た
そ
う

で
す
．

　
　
　
　
せ
ん
じ
ゆ

先
祖
は
、
千
手
（
川
西
町
）
の

か
ん
の
ん
ど
う
う

観
音
堂
宇
づ
く
り
に
参
加
、

　
千
手
の
観
音
堂
は
、
今
、
鉄
筋

の
建
物
で
す
が
、
焼
け
る
前
．
の
木

造
堂
宇
を
建
築
す
る
時
も
、
若
井

長
栄
（
堂
の
前
）
さ
ん
の
先
祖
が

加
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
お
前
に
、
ぜ
ひ
見
て
も
ら
い
た

い
の
が
あ
る
。
こ
れ
だ
。
」
と
い
っ

て
見
せ
ら
れ
た
の
が
下
に
紹
介
す

る
も
の
で
す
．

　
　
　
　
と
り
　
い

　
神
社
の
鳥
居
に
つ
い
て
、
構
造

上
の
定
め
を
記
し
た
も
の
で
す
。

　
ほ
う
き
れ

　
宝
暦
一
二
壬
午
（
宅
奎
）
年
正
月

　
　
　
お
が
わ
く
め
き
ち

吉
日
、
小
川
粂
吉
と
末
尾
に
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、
若
井
さ
ん
の
話

で
は
、
『
う
ち
は
元
、
出
雲
崎
か
ら

蓬
平
へ
移
っ
て
き
た
出
雲
崎
大
工

　
　
　
　
　
み
や
だ
い
　
く

の
系
統
で
、
宮
大
工
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。
こ
の
小
川
粂
吉
は
、

お
ら
ど
こ
の
先
祖
で
、
蓬
平
に
住

み
つ
い
て
長
く
な
っ
て
か
ら
、
こ

の
土
地
の
若
井
姓
に
か
え
た
が
だ

の
お
。
』
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
遅
す
ぎ

ま
し
た
。
前
号
と
同
じ
く
、
こ
れ

も
広
報
で
紹
介
す
る
だ
け
に
な
り

ま
す
。

蒲
生
村
由
太
郎
　
蒲
生
の
山
岸
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り

元
家
の
資
料
に
、
文
化
八
年
酉
三

　
　
　
　
　
　
　
じ
つ

月
か
ら
七
年
後
の
卯
三
月
ま
で
丸

六
年
間
、
大
工
職
を
覚
え
る
た
め

　
よ
し
　
た
　
ろ
も
つ

に
由
太
郎
が
蓬
平
村
新
左
衛
門
の

　
　
　
　
で
し
ぽ
う
こ
う

と
こ
ろ
へ
弟
子
奉
公
を
し
た
約
束

状
が
あ
り
ま
す
．

　
そ
の
中
に
、
五
年
間
は
み
っ
ち

り
仕
事
を
習
い
、
そ
の
上
一
年
間

は
御
礼
奉
公
を
し
て
、
計
六
年
の

間
は
給
料
は
も
ら
わ
ず
、
食
事
と

着
物
だ
け
を
支
給
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
蓬
平
に
は
良
い
大

工
職
人
が
い
た
の
で
し
ょ
う
。
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第
三
十
四
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
催

町
民
ス
キ
ー
大
会
結
果
卿
開

距
離
競
技

　
　
　
　
　
（
町
民
グ
ラ
ン
ド
）

▼
ニ
キ
。
（
小
四
・
女
子
）

①
高
橋
陽
子
　
n
分
3
7
秒
（
莇
）

②
若
月
康
子
　
1
2
分
1
8
秒
（
孟
）

③
高
橋
知
美
　
1
2
分
2
5
秒
（
莇
）

▼
同
（
小
五
・
女
子
）

①
米
持
幸
n
分
4
2
秒
（
奴
）

②
松
沢
悦
子
　
n
分
4
5
秒
（
儀
）

③
小
松
千
恵
子
1
2
分
54
秒
（
奴
）

▼
同
小
六
・
女
子
）

①
高
橋
久
美
　
1
0
分
1
8
秒
（
莇
）

②
小
堺
美
代
子
1
0
分
2
0
秒
（
奴
）

③
柳
　
満
智
子
1
0
分
3
1
秒
（
孟
）

▼
同
（
小
四
・
男
子
）

①
宮
沢
直
樹
　
n
分
6
秒
（
松
）

②
高
橋
真
治
　
n
分
1
6
秒
（
莇
）

③
小
堺
淳
史
　
n
分
51
秒
（
蓬
）

▼
同
（
小
五
・
男
子
）

①
若
井
由
和
　
1
0
分
n
秒
（
奴
）

②
関
　
浩
志
　
1
0
分
2
2
秒
（
奴
）

　
　
編
集
後
記

▼
役
場
裏
に
設
置
さ
れ
て
あ
る
積

雪
計
で
は
、
二
月
五
日
に
八
十
八

セ
ン
チ
を
記
録
し
た
後
、
減
る
一

方
。
本
格
的
な
積
雪
を
見
な
い
ま

③
相
沢
智
幸
紀
1
0
分
3
8
秒
（
松
）

▼
同
（
小
六
・
男
子
）

①
関
谷
　
真
　
9
分
4
5
秒
（
松
）

②
小
堺
友
紀
　
9
分
4
6
秒
（
蓬
）

③
山
賀
将
司
　
1
0
分
1
6
秒
（
松
）

▼
小
学
校
女
子
リ
レ
ー

①
莇
平
小
　
　
3
6
分
7
秒

　
高
橋
久
美
・
高
橋
知
美
・
高
橋

　
陽
子

②
孟
地
小
A
　
3
6
分
n
秒

　
柳
あ
ゆ
み
・
佐
藤
宏
子
・
柳
満

　
智
子

②
奴
奈
川
小
A
　
3
6
分
n
秒

　
五
十
嵐
里
美
・
米
持
晋
子
・
小

　
堺
美
代
子

▼
小
学
校
混
成
リ
レ
ー

①
蓬
平
小
　
　
3
9
分
3
4
秒

　
若
井
博
隆
・
小
堺
友
紀
・
小
堺

　
す
み
子

②
儀
明
小
　
　
4
3
分
7
秒

　
小
堺
正
巳
・
小
堺
正
志
・
小
堺

ま
春
に
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

▼
暖
冬
少
雪
で
喜
ん
だ
人
た
ち
が

多
い
中
で
、
青
空
を
恨
め
し
そ
う

に
眺
め
た
人
々
も
い
ま
し
た
。
第

三
回
上
石
厳
杯
争
奪
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
関
係
者
の
皆

　
智
美

③
北
山
小
　
　
4
3
分
2
0
秒

　
斉
藤
智
和
・
斉
藤
秀
樹
・
池
田

　
ま
ゆ
み

▼
小
学
校
男
子
リ
レ
ー

①
孟
地
小
　
　
3
5
分
3
2
秒

　
柳
裕
一
・
中
嶋
昌
明
・
山
本
夕

　
介

②
松
代
小
A
　
3
5
分
3
3
秒

　
関
谷
真
・
山
賀
将
司
・
宮
沢
直

　
人

③
松
代
小
B
　
3
6
分
2
8
秒

　
相
沢
智
幸
紀
・
石
口
久
司
・
山

　
賀
洋
平

ア
ル
ペ
ン
競
技

　
　
　
（
小
林
寺
山
ス
キ
ー
場
）

▼
回
転
（
小
五
・
男
子
）

①
瀬
沼
由
則
（
松
）
②
関
谷
悟
（

松
）
③
村
山
由
貴
男
（
松
）

▼
同
（
小
六
・
男
子
）

①
樋
口
隆
夫
（
松
）
②
柳
宏
明
（

松
）
③
相
沢
賢
明
（
松
）

◆
‘
辱
◆
■
肇
◆
‘
畢
◆
も
・
◆
毛
7
◆
毒
◆
，
季
◆
≒
◆
9
量
◆
曾
肇
◆
皇
τ
◆
■
－
一
マ
◆
’
毒
◆
冒
寺
◆
■
肇
◆
・
毒
◆
‘
睾
◆
、
ー
マ
◆
ム
マ
◆
■
号
◆
■
毒
◆
、
辱
◆
”
等
◆
■
毒
◆
毒
◆
■
毒
◆
毒
◆
’
辱
◆
曾
警
◆
色
マ
◆
・
警
◆
・
奪
◆
≒
◆
・
寺
◆
・
呂
マ
◆
・
章
◆
る
マ
◆
・
ー
マ
◆
・
一
＝
7
◆
・
§
．
◆
・
一
一
一
．
◆
・
一
8
7
◆
≒
◆
毫
．
◆
・
寺
◆
・
寺
◆
・
号
◆
・
毒
◆
・
－
号
◆
皇
7
◆
・
辱
◆
・
一
マ
◆
≒
◆
．
…
．
◆
．
毒
◆
．
毒
◆
．
邑
？
◆
．
辱

さ
ん
。
懸
命
な
コ
ー
ス
作
り
に
も

か
か
わ
ら
ず
少
な
い
雪
に
は
勝
て

ま
せ
ん
。
中
止
の
決
断
を
下
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
▼
第
二
回
冬

の
陣
も
い
よ
い
よ
間
近
に
な
り
ま

し
た
。
い
つ
も
の
年
だ
と
有
り
余

▼
同
（
中
学
・
女
子
）

①
相
沢
み
ど
り
②
保
坂
洋
子
③
小

野
島
敏
子

▼
同
（
中
学
・
男
子
）

①
米
持
将
人
②
斉
藤
晃
也
③
南
雲

一
彦

▼
大
回
転
（
小
五
・
女
子
）

①
村
山
梢
絵
（
松
）
②
富
沢
七
重

（
松
）
③
室
岡
美
津
子
（
松
）

▼
同
（
小
五
・
男
子
）

①
村
山
由
貴
男
②
瀬
沼
由
則
③
万

羽
隆
幸

▼
同
（
小
六
・
女
子
）

①
室
岡
真
悠
子
（
松
）
②
小
堺

知
子
（
松
）
③
柳
久
子
（
松
）

▼
（
小
六
・
男
子
）

①
室
岡
秀
貴
（
松
）
②
斉
木
直
之

（
松
）
③
万
羽
直
樹
（
松
）

▼
同
（
中
学
・
女
子
）

①
相
沢
み
ど
り
②
保
坂
洋
子
③
小

野
島
敏
子

▼
同
（
中
学
・
男
子
）

①
米
持
将
人
②
市
川
彰
次
③
斉
藤

晃
也

る
雪
な
の
に
、
今
年
は
雪
を
探
し

て
ま
わ
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
状

態
。
し
か
し
、
関
係
者
は
雪
が
少

な
く
て
も
存
分
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
冬
の
陣
を
目
指
し
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

戸
籍
の
窓
口

　
轟
鞭
難
囎
盤
衛
難

　
華
慧
簗
鞭
雛
糞
癒
騰
結
叢
蝦

　
　
　
爽
・
叢
　
粥
顯
．
、
議

　
　
　
　
　
騰
襟
穂
麟
漂
・
釜
警
繍

溜
綴
懸
鞭
鱗
鞍
藁
霧

籍
講
灘
　

灘
帖
瑚
熈
叢

言
鍔
灘
麟
騰
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文
　
　
　
芸

　
　
俳

　
ほ
た

く
し

く、
つぶりぶ

な

句癬藤

大
柑
を
つ
つ
け
ば
つ
つ
く
ほ
ど
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
　
な

心
経
一
巻
あ
げ
て
追
健
の
豆
を
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

足
ぶ
み
し
は
ば
た
く
よ
う
に
雪
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

呼
び
と
め
て
茶
呑
み
話
や
日
脚
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

盆
梅
の
香
り
が
居
間
に
満
ち
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

撫
山
や
今
日
立
春
の
日
影
射
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

若
木
迎
え
し
て
小
正
月
始
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

寒
雀
声
に
ぎ
わ
え
ど
姿
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

鬼
の
面
店
に
豆
撒
き
近
づ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

ひ
と
と
き
を
陽
に
き
ら
め
き
て
散

る
樹
氷
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

山
枯
れ
て
野
も
枯
れ
果
て
て
石
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

も
て
な
し
の
炭
火
吹
き
つ
つ
客
を

待
つ
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

身
の
置
場
な
し
と
嵩
な
き
雪
卸
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

か
や
ぶ

茅
葺
き
の
氷
柱
の
中
に
茅
の
ご
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

雪
の
夜
を
無
口
に
夫
婦
籠
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

小
刻
み
に
雪
踏
む
足
や
バ
ス
を
待

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

雪
下
駄
に
亡
母
の
ゆ
び
跡
捨
て
難

し
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

暖
冬
の
小
寒
に
舞
ふ
う
す
ほ
こ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
女

か
ん
じ
き
の
凍
み
も
と
け
た
り
寒

の
雨
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

短
歌
蕗
の
蔓
　
富
沢
和
風

暮
れ
な
づ
む
ス
キ
ー
コ
ー
ス
に
子

等
三
人
飽
く
こ
と
も
な
く
森
に
消

え
た
り

大
雪
の
予
報
外
れ
て
大
寒
の
畦
に

鮮
や
か
五
月
菜
の
い
ろ

成
人
病
予
防
教
室
真
剣
に
聞
き
入

る
妻
も
我
も
老
い
た
り

前
山
に
雪
崩
が
三
す
じ
尾
を
引
き

て
蕗
の
墓
一
つ
土
手
に
綻
ぶ

君
票

ざ痂やか
面才寸

些＼＼丈1耀

棚　舗譲ψ　解郷

“’

デ
～
口
晦　

疏
ン
。ズ

　
　
　
　
　
虚
鎧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
《
　
　
　
　
．

　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
㌧
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
k
　
　
　
）

～
　
二
・
．
『

　
ゆ幅

砂
競

。・

孟
、

易
壽
◇
プ
三

　
　
　
　
　
　
一

　
　
．
ψ

、
」
欲
．

B分
蓼

　
　
4
q

＼
η
　
　
さ
￥

蔀
　
、
＼

驚

締
し
）
露

01　（
姦毬

　　　　　　　　　～　　　賜
φ＾（．　　　　o

野
繕
咲
く
花

　
楼
藻
の
実

　
ヒ
シ
科
の
一
年
草
。
全
国
の
池

や
沼
。
水
面
に
、
葉
が
放
射
状
に

浮
か
ぶ
、
葉
は
幅
広
の
惰
円
形
で

　
　
　
　
　
　
へ
り

先
が
と
が
る
。
縁
が
ぎ
ざ
ぎ
ざ
で

：振澱
蘇蓑：き

縣撒薦
灘難、

長
さ
三
ー
五
糎
。
果
実
に
は
二
本

　
　
　
と
げ

の
鋭
い
刺
が
あ
る
。
刺
が
四
本
の

も
の
に
、
小
型
の
メ
ビ
シ
、
大
型

の
オ
ニ
ビ
シ
か
あ
る
。

　
食
べ
方
、
果
実
は
秋
熟
し
た
も

の
を
、
ゆ
で
る
か
蒸
し
て
食
べ
る

又
未
熟
な
果
実
は
甘
く
て
非
常
に

お
い
し
い
。
刺
が
鋭
く
痛
い
の
で

　
　
　
　
　
忍
者
が
追
手
を
防
ぐ

　
　
　
　
　
の
に
ま
い
た
。

　
　
　
　
　
　
後
に
こ
れ
が
鉄
菱

　
　
　
　
　
に
変
わ
る
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
本
因
坊
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
白
死
・
5
手
ま
で

　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
●
ヒ
ン
ト
…
ダ
メ
ヅ
マ
リ
。

　
　
3
分
で
2
級
、
1
分
で
有
段
者
。
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